
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：⼤和市総合交通施策改定調査委託 

 

 

 

 ２ 調査主体：大和市 

 

 

 ３ 調査圏域：大和市内全域 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

 本業務は、平成３０年度に実施された東京都市圏パーソントリップ調査データお

よび過去に実施された結果（平成 20 年、平成 10 年、昭和 63 年、昭和 53 年）や新た

に収集した統計データ等を活用して大和市の現況交通特性を分析し、現行交通施策

の評価、および交通施策の見直しの方向性を検討するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：⼤和市総合交通施策改定調査委託 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

第１章． 計画準備 

１．１ 業務の目的 

１．２ 業務内容 

１．３ 業務工程 

第２章． 現行計画の評価 

２．１ 現行計画における評価指標及びモニタリング指標 

２．２ 現行計画の取組結果の整理 

２．３ 現況分析を行う上で必要な視点の整理 

第３章． 現況分析 

３．１ 東京都市圏パーソントリップ調査の概要 

３．２ 属性別の交通特性 

３．３ 地域別の交通特性 

３．４ 交通手段別の交通特性 

３．５ アンケート調査による交通実態整理 

３．６ Wi-Fi データによる交通実態整理 

３．７ GPS データによる交通実態整理 

第４章． 課題の整理および見直しに向けた方向性の検討 

４．１ 現況分析で得られた知見や課題等 

４．２ 交通施策の見直しに向けた方向性の整理 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

なし 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本業務は、東京都市圏パーソントリップ調査の集計データ等を解析し、大和市内の現

況交通実態、並びに今後の動向を次年度以降の大和市総合交通施策『移動が楽しいま

ち・やまと』（以下「交通施策」という）改定に向けた基礎的資料として整理し､現

行交通施策の評価、及び見直しに向けた方向性を整理することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．計画準備 

２．現行計画の評価 

３．現況分析 

４．課題の整理及び見直しに向けた方向性の検討 

５．報告書の作成 



 ３ 調査圏域図 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

課題の整理および見直しに向けた方向性の検討 
１．１ 現況分析で得られた知見や課題等 

 

■交通状況（パーソントリップ調査） 

 パーソントリップ調査の経年比較により、2020 年度は 2010 年度に比べ、大和市内の発

生集中量が 14％減少していることが明らかになった。 

 交通手段別にトリップ割合をみると路線バスが-53％と大幅に減少しているが、路線バス

は交通手段分担率が 2010 年度も 2020 年度も１％と小さいことから、交通手段分担率に

対する影響は大きくない。 

 交通手段分担率については、2010 年度と 2020 年度で大きな差はなく、2020 年度は鉄道

27％、路線バス 1％、自動車 30％、自転車 15％、徒歩 26％、不明 1％となっている。 

 交通手段分担率に関して、20 代は鉄道を利用する割合が 60％以上で最も高く、自動車を

利用する割合は低い。年齢が上がるに連れて、鉄道の割合は減少傾向にあり、自動車と

徒歩の割合が上昇する。 

 運転免許を返納した人の交通手段分担率に関して、鉄道やバスといった公共交通を利用

する割合は 12％と低く、自転車 27％、徒歩 49％と、徒歩や自転車で移動する傾向が高

い。 

 都市計画マスタープランの５分類の居住地おいて、交通手段分担率に大きな差は見られ

ないが、相対的には、高座渋谷地域でバス利用割合が３％と高い（全市では 1％）。ま

た、南林間・鶴間地域で自転車の利用割合が 17％と高い（全市では 13％）。 

 通勤目的では、横浜市や東京都への移動が多い。 

 私事目的では、市内や横浜市への移動が多い。 

 バス利用者は横浜市や座間市などの市外への移動が多い。 

 自動車利用者は市内の移動の他、横浜市、相模原市、座間市等、隣接市への移動が多

い。 

 自転車利用者についても、市内の移動の他、横浜市、相模原市、座間市等、隣接市への

移動が多い。 

 

 

  



■移動実態（アンケート調査） 

 「家から駅まで徒歩や自転車で無理なくいけますか」という質問で、「やや無理を感じて

いる」と「他の手段がないので無理している」の合計は全市が 13％であるのに対して、

高座渋谷地域は 24％であり、他地域と比べて相対的に高くなっている。 

 鉄道の総合評価において、全市で「満足」「やや満足」の割合が 66％であり、概ね満足

の傾向にある。 

 バスの総合評価において、全市で「わからない」の割合が 33％であり、あまり利用され

ていないため、評価自体がわからないと回答していると考えられる。 

 自転車に関して、家と駅までの安全性については、大和・相模大塚地域で「不満足」「や

や不満足」の割合が最も多く 33％である。 

 徒歩に関して、家の周りを歩くときの安全性については、大和・相模大塚地域で「不満

足」「やや不満足」の割合が最も多く 29％である。 

 普段利用する駅の広場や周辺の道路機能を高めるのに必要な機能は、全地域で快適に歩

ける歩道空間が最も多く全市では 35％である。 

 

 

■移動実態（アンケート調査 コロナウイルス関連） 

 新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化については、全地域で約半数が外出を

控えることが増えたと回答している。 

 交通手段の変化については、全市で 65％が特に変わらないと回答している一方で、鉄道

を使う回数が減ったと回答した方は 31％となっている。 

 交通手段が変わった人は、自動車、徒歩、自転車が増えたと回答している。 

 

 



 

１．１ 交通施策の見直しに向けた方向性の整理 

現況分析等に基づく、交通施策の見直しの方向性を以下に整理する。 

 

表 方向性の整理（1/3） 

展開施策 施策 モニタリング指標 展開施策の進捗状況 現状と課題・今後の方向性など 事業主管課 

○展開施策 1 

生活交通を確保・維持する

交通ネットワークの形成 

民間バス路線の運行ルート

見直し・新設  

街づくり総務課 

（事業者提供情報） 

コミュニティバスの維持・充

実 

街づくり総務課 

・持続可能な運行への対応

街づくり総務課 

地域活動拠点を活用したバ

ス停設置 
街づくり総務課 

福祉有償運送への継続的な

支援 

・高齢者おでかけ支援事業の

維持・充実 
・高齢者の移動支援を充実

街づくり総務課 

健康福祉総務課 

○展開施策 2 

快適かつ便利な公共交通サ

ービスの推進 

東名大和バス停へのアクセ

ス性向上 街づくり総務課 

（事業者提供情報） ・市内バス路線の定時性の向

上 

・ビッグデータによる路線別旅

行速度の把握 

空港バス活用による空港へ

のアクセス性向上 

街づくり総務課 

（事業者提供情報） 

ユニバーサルデザインタクシ

ーの周知及び導入 

街づくり総務課 

（事業者提供情報） 

 

  

※赤字は本業務における見直しの方向性に関する記述 



 

表 方向性の整理（2/3） 

展開施策 施策 モニタリング指標 展開施策の進捗状況 現状と課題・今後の方向性など 事業主管課 

○展開施策 3 

交通結節施設（鉄道駅）の

利便性向上 

 

駅施設のバリアフリー化促進 街づくり総務課 

案内・誘導サインの設置・充

実 
街づくり総務課 

放置自転車対策の充実 道路安全対策課 

○展開施策 4 

鉄道と他の交通手段との相

互連携策の推進 

駅周辺拠点地区の歩きやす

さ・快適性の向上 

(ウォーカブル推進都市の実現

化推進) 

駅前広場活用による 

コミュニティバスとの連携 
街づくり総務課 

鉄道駅とバス停を繋ぐ 

バスシェルターの設置 
街づくり総務課 

・駅前広場の整備（必要に

応じて） 

・賑わい創出のための街路空

間活用方策の推進（道

路空間の再配分） 

 

・交通バリアフリーの推進 

・交通規制・物理的デバイス

の整備 

・駐車場・駐輪場の適切な配

置 

・荷捌き車両対策 

・ビッグデータによる駅周辺歩

行者量・滞在時間の把握 
  

 

 

 

 

  

※赤字は本業務における見直しの方向性に関する記述 



 

表 方向性の整理（3/3） 

展開施策 施策 モニタリング指標 展開施策の進捗状況 現状と課題・今後の方向性など 事業主管課 

○展開施策 5 

安全な歩行空間の創出 

道路整備による 

歩行空間創出 
道路安全対策課 

まちの安全点検事業の推進 都市施設総務課 

グリーンラインの整備 道路安全対策課 

交通安全啓発活動の充実 道路安全対策課 

○展開施策 6 

自転車利用環境の推進 

自転車走行空間の整備推

進 
道路安全対策課 

コミュニティサイクルの導入

推進 
道路安全対策課 

○展開施策 7 

できる限りマイカーを使わな

い意識改革の推進 

新しい生活様式に対応したモ

ビリティ・マネジメントの推進 

（賢いクルマの使い方の推

進） 

高齢者における運転免許返

納の推進 
大和警察署 

イベント時における公共交通

利用の呼びかけ 

・Mass 等の総合交通案内

情報の提供 

・アンケートにおける外出行動

の変化の把握 
街づくり総務課 

道路の円滑化対策の推進 
・道路混雑緩和・IC アクセス

性の向上 

・ビッグデータによる路線別旅

行速度の把握

○展開施策 8 地域で守り育

てる移動サービスの支援 

コミュニティバス運行委員会

によるサービス向上活動 
街づくり総務課 

 

 

※赤字は本業務における見直しの方向性に関する記述 


